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鹿　児　島　連　歌　史(づ

野　　中　　常　　雄

Tuneo Nonaka

(-)

中央においては連歌は応永のころから再び盛んとなり発煙庵主(朝山師綱)のようなすぐれた人

が出た｡師綱は応永11年(1404年)将軍義満の使者として薩摩に下っている｡師綱の下向が何か薩

摩の連歌に影響があったのではなかろうかと思うが,そういった文献はまだ管見には入らない｡

連歌は応仁の大乱中も,またそれ以後においても,ほとんど影響をうけないで行われたといわれ

ている｡諸大名も多くは,その家においで恒例の連歌を催し,諸国の神社でも恒例の神事として連

歌が行われたようである｡この頃薩摩では内乱が相ついで起っており,連歌などの催されたような

様子は見えない｡ ｢霊嘉郷土史大系｣ (第5巻)には京都連歌の宗匠であった宗項法師が種子島に渡

り,慈円寺境内の池の坊に止宿したことがあると記しているr｡.この時千句の連句を興行し,三日に

して終った｡その時の句をあげるとして,下の二句をあげている｡

秋や　先千種にや　ら　ぬ　萩の声　　　　宗　　碩

野は静か　な　る■露の　あけぼの　　　　息　　時

島主種子島忠時が上京の際に相約したものやあったという｡息時は文明17年(1485年)には島津

息昌公(桂庵禅師を招いて薩藩文教の基を開いたというべき人)に従?て,戦功を立てた勇将であ

るが,かつて京都に遊び和歌及び蹴鞠の道を飛鳥井中納言雅康卿について学び,奥義をきわめて明

応6年には免状を賜わったといわれている｡息時は天文5年に69才でなくなっており,宗項は天文

2年に没し七いる｡同時代であるから,あるいは渡島したのかも知れない｡宗項は某紙門下で,慕

紙･兼載･宗長･肖柏･実隆･宗項･宗教とともに連歌七子とよばれる中にはいっており,当時第

一流の連歌師であった｡郷土史大系のこの記事は何によられたか,.それが記してないのが残念であ

る｡これについては調査をはじめているが,今のところまだ何もわからない｡

(ニ)

島津家中輿の祖といわれる貴久が勝久のゆずりをうけたのは大永6年(1526年)であった｡実久

らと戦い,その余覚を平定したのほ天文年間に入ってからであった｡貴久は文を修め武を練り,領

土の統一も,その緒についたのであり,大諸侯たる基を開いたのであるが,このころから薩摩にお

いても連歌も行われたのではなかろうか｡天文14年(1545年)川上息頼筆写の｢連歌新式｣が鹿

児島にのこっていることは,そのころから連歌が行われたことを示していると見ていい｡

この｢連歌新式｣は川上家に伝えられたものを同家第15代の川上久良民より鹿児島県立図書館に

寄贈せられたものである｡本書は昭和6年5月,古典保存会から複製出版された｡ ｢連歌新式｣は連
C'ぎン､

歌をつくる場合の規則を述べたものである｡文中元年(1372年)に,二燥良基が救済法師と相談し
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こんあん

て定めたものである｡その後,世の変遷につれて享徳元年　　　年)に,一族兼良がこれに今案を

加えた｡さらに文亀9年(1501年)に牡丹花肖柏が整理したものである｡のちまた里村紹巴が多少

取捨したと伝えられている｡

｢連歌新式｣の複製本の解説の中で山田孝雄氏は｢本書はこの時の実物たること一点の疑を容るる

余地なし｣といい切り,天文14年息額の書写にまちがいのないことをいっておられる｡なお,また

今世間に伝わっているものは,専ら紹巴の手を経たものにとどまり,それ以前の異面目は容易にう

かがうことは出来なかったが,本書が出て,はじめて紹巴以前の形式がどんなものであったかを,

たしかめ得ることができた｡本書には脱漏と認むべきところもいくらかあるが,肖柏本の真面目は

本書によってうかがわれる｡肖柏が-んさんしてから45年後には書写したものである｡要するに本

書は現在知られている｢連歌新式｣の写本の中で,正確に年代の知られて,しかも最も古いもので

連歌史研究の上において,すこぶる貴重すべき書である｡今,本書を発見して,ひろく世に紹介す

ることを得たのは学界のために喜ぶべきことであると結んでおられる｡こういう本が筆写せられて

いることは,当時あるいは,それ以前から鹿児島でも連歌が行われていたことを示すものであろう｡

｢川上息塞一流家譜｣によると,元祖息塞ほ寛正ないし永正年間の人である｡その子栄久を二代と

し,栄久には這勇という子があったが代をつかず,道秦の子息克を三代とした｡息寛の子に息頼･

久朗があった｡家譜巻之五にに,息頼･久朗の事を記している｡息頻は通称を虎徳,源三郎とし｢19

才死票凱とある｡また｢是より党,天文8年,実久の勢漸く滅ぶ(尿Eo,閑)｡故に困て我が家も亦危き

こと,宛も風燈の如し｡此の時に当って,慈父息克勝敗の幾を窺ひ得て,伯父信濃守息興と倶に評

議を凝らし,而して膏に串木野を貴久公に献するのみに非ず,息顔をして旗下に属せしむ｡以ての
た

故に,当家無事,今日に至る実｡貴久公守護為るの後,息頬をして谷山本城の主宰為らしむ,且中

村を賜ふ着払｣ほ撰文)とある｡また弟久朗の記事には｢天文五丙申年誕生｣ ｢兄息頼早世に依って,

家督を継ぐ｣ ｢天女22年,太守義久主久朗に命じて家老職に任ぜんと欲す,この時久朗18才也･-｣

等の記事があるから,兄息額の時代と人物とを察することができる｡息額の｢連歌新式｣の字は実

にりつばである｡わずか19才で早世し,連歌も一句も見当らないのが残念である｡なお忠類筆｢連

歌新式｣は豪譜の巻之六に影写を載録している｡この影写ほすこぶる忠実なものである｡
′

｢川上息塞一流家譜｣巻之五には, ｢日新公貴久公及び歳久らの連歌一道,視覚久朗その中に列る｡
りんぼ

故に臨拳して後に開く｣として連歌をあげている｡それを示してみよう｡

何　　　　事

山さくらあらぬこすゑの雲もなく

か　す　ミ　に　か　か　る　月　-　曙

江を遠みか-る魔がね呼捨て

ひ　と　り　か　も　めの閑かなるかけ

袖　さ　む　く　嵐　吹　立　ゆ　ふ暮に

や　ど　り　ゃいづこ道のはるけさ
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誰にか　も旅の行手の言と-ん

つか　る　る　駒を　しば　しやすめよ

枯の　こ　る秋の草葉のむらむらに

う　つ　る　は　と　な　き　野辺の　露霜

有明の　月ー向後は　かすかにて

い　く　寝覚にか　夢はた　と　り　て

つれもなき中と-しるもたのむちん

と　けん心を　ま　ちて　こ　そ　見め

浅か　ら　す氷　と　ちた　る山の井に

た-てや任し　しほのかりいほ

世のうきをおもひとちつつ出ぬらん

さ　そ　ひ　し　友　そ　を　く　れ行道

雲かぜに竣とかれて　とぶからす

す○野　も　たて　る橡のさびしさ

花か　と　や　袖の　官々打むれて

春にあ-るやたの　しミにせむ

ま　し-　りて霞をくめる老が身に

う　れし　き　こ　と　の　涙も　ろな　り

つつまれぬおもひはよそに見はつべし

し　の　び　行　に　は　壁　も　ぞ　う　き

更はてて誰かにく　るまの音ならん

と　も　にや　月　も　すめ　る　ふゑ竹

いにLへの秋を　こころの故官に

苔　む　す　松･の　し　づ　く　露けし

たのむかた人もあらしの山のおく

よ　わゐたけては　何か　友な　る

ミ　と　り子のまなびの道をゆるすなよ

お　も　ふをそむ　く　申-ほかなし
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以上34句だけ見えている｡この連歌の年代ははっきりしないが,発句の作者日新公は貴久公の父君

であり, ｢いにLへの道をきいてもとな-てもわが行ひにせずばかひなし｣をはじめとする｢いろを羊

歌｣の作者として名高い人である｡永線11年(1568年)に没しておられる｡第三の作者久朗も,こ

の年33才で戦死している｡これらから察するとだいたいの見当はつくようである｡一句の人が6人,

二句の人が14人合せて20人の人の名が見える｡相当行われるようになっていたものと思われる｡

久朗が戦死した年のお盆には,貴久公は久辰(久朗の子息)の宅においでになって,
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とげし名よ入りての後も秋の月

という発句を手向けておられるoまた豪語巻之五には｢久朗･正信崇と両吟,三十六句の連歌あり
戊urn

臨拳して左に開く｣として

碁と明と桜にわかん色もなし

月-　かすめる　かりふしの山

行春を　橘も余波や　思ふらん

こゑなきかはす軒のうくひす

独居のつれづれ過-る横の戸に

玉ゆらなびく　露のを　すすき

心して吹かぬや今朝の秋の風

よす　り　に　船を出す　はっしは

思ふとち友なふ旅-旅ならで

かた　り　すさむに日　をそ送れる

まなひに-うとみて何か頼ままし

すむにやすかる○世ならめや

ひたすらに深くむすびし柴の魔

道　も　ま　で　草　し　げ　る　かげ

とはぬをもよしや○○ぬ五月雨に

ってなつかしみ思ふたそがれ

一筆に　こぼれにけり　な我沸

槍でも得や-をかんかた-見そ

散花の　道をししたふ　嶺の雲

むつま　しけにも山そかすめる

雪ほほや消もの　こらぬ明ばのに

月　落　か　か

水○　さ　か

鴫　た　つ　沢

音つる　る

なれ　L　に

君得と夕べ

る　軒　ぞ　さ　びしき

り　田の原の　秋吏て

の　や　や　さ　むき空

風に柳の　散もおし

も　にぬ庭の　浅茅生
X X

ハいつのむかしえて
かほか

あたことの葉に　うつろふもうし

すく　成をおも-心の-すぢに
とまらす-か

偽のやハ神にあま量詐

久　　朗

正　　信

久　　朗

同

正　　信

久　　朗

正　　信

久　　朗

久　　朗

正　　信
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おろそかの事-我かたもか-りみよ

袖のや　つれに　花も　ほっかし

ささかたや春にもいかでなぐざまん

○　○　し　く　浦　の　夕　か　せ

もれ出る　月-○ま　に影ろ､ひて

時南は　さ　く　の秋を▲も　よはす

をあげている｡
-■ ･ l

息頼,久朗の父である息克(意釣と号す)のことは豪譜の巻の三･四の中に見えている｡ 86才で

没したが,役年はわかっていない｡しかし, ｢上井覚兼日記｣にも意釣の名は見え,日記の天正2年
∫

(1574年) 10月11日の条には, ｢此日意釣にて夢想連歌候,其連衆にて健也｣と出ている｡ 2人の

子供息頼久朗より生きながらえたこともわかるが,連歌をたしなんだことも知られる｡ 2人の子供

も父意釣の影響によって連歌をやるようになったのかも知れない｡

｢覚兼心得書｣を見ると, ｢先17才ばかりのころ近衛殿御俊とtて進藤左ヱ門太夫殿長治御下向の

時,正月12月御千句御座に被召出,さてはこれも廟首なくては叶ほじと殊玄･珠長などへ物語草紙

などの外題をもたつね,上旬下旬などの字数をおぼえ,京都不断光院義渓鹿児島-御滞在の条,彼

吟窓下に,時々致勘忍,連歌の法粗得尊意-｣とある｡ 17才の時というのは, ｢覚兼日記｣ 12年正

月1日の条に

齢四十を祝して

春のくる道も　まど-ぬ今年か部

とあるのから推すと,永緑4年(1562年)にあたる｡

鹿児島においては,連歌は中興の英主とよばれる貴久公の大永年中には相当行われるようになっ
l

ており,享緑を経て天文に至ると相当盛んになったと見えて, ｢連歌新式｣の写本ものこっているの

である｡そして永線のころには相当さかんにおこなわれたようである0

(≡)

｢川上息塞一流豪語｣巻之七には,川上家五代久辰のことを記している｡久辰は10才で父久朗に死

別したが,太守義久は久辰を忠臣の子として愛した｡ 15才ではじめて出陣し,交線の役には朝鮮に

渡って戦った｡のち志布志の地頭職は,その子久国にゆずり,意船斎と号し,寛永5年(1628年)

70才で没した｡同書には｢川上意船斎代,連歌一巻,意船斎の自筆か,予が家に久しく納る所なり,

写して後に開く｣として次の連歌を出している｡

春雨に　う　く　ひす伝ふ　花の枝

露　に　色　そ　ふ　釣　〇　〇　〇の　山

あかなく　も今朝まで月に囲ゐして

夜　寒　お　ぼ　え　ず　語　る　伴　ひ

船
　
阿
　
阿

意
　
禰
　
但
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吏行を鐘のひびきゃ知すらん

こ　こ　ろ　に　い　そ　く　旅　の衣手

よ　に　日　をもえらびて出る船の上

風しつかに　もわた　り　海ばら
ゆうh'ち

白雨は見るが内　よ　りふり通り

あっさわする　る　木々の　下道

時鳥声はいつ　く　のかたならん

暮　を　も　よ　は　す　山　々　の　雲

梯の　お　く　はけぶれ　り　柄にて

水　の　ゆ　く　衛　の　つ　づ　く　末々

流れをやもとめて月の照すらん

を　と　つれ　きぬる秋の　初かせ

折なび　く　竹の葉介-露もなし

行　か　ひ　し　げき　玉鉾あ道

たたしく　もけふのまつりの暮かけて

たてな　らべた　る駒ぞいさめる

武士のたけき心や見えぬら舞

いひかほ　し　を　く　こ　とは忘れじ

よひよひにと-ぬうらみをたえかねて

しのぶ　軒ばのさ　さがにの糸

風やただ吹すさびたる道ならん

山は木の葉の　し　ぐれするめり

か　り　そめの篠の宿り-寒けくて

むすぶま　く　らの　碁は　物　う　き
�"iォ

思ひ出○　都の伝は　聞ま　ほ　し

いつかへ　り　こ　ん天津かりが音

折から　と　鳥々　はいま　噛　り　て

野　は　下　も　え　に　つ　づ　く

かたは　らの里乃住ゐに馴やせん･

月　を　友　と　し　を　く　る　明　く　れ

身にしめて風を〇〇〇〇〇〇〇〇

〇　の　青　さ　-　○　に　こ　もれる
り

夷砂地の末やはるかに見えぬらん

日　も　をちかた　と　いそ　ぐ息を
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草か　り　の袖は○○に打つれて

竹　よ　り　お　く　に　寵　る　村　々

世の外に住やかしこき人ならん

時　の　よ　し　あ　し　心　に　そ　し　る

宝の戸はおこたり　もなきおこなひに

月　に　も　か　く　る　かけのともし火

釣舟は明　る　○間にただよひて

見る見る　も　ただ○つる袖しは

さ　が　し　きや岩根伝ひの道はそみ

間　く　る　人　も　稀　に　こ　そあれ

咲　こ　ろ　の花の色香もときすぎて

う　す　す　み　た　る　山　の　遠　近

寒　帰　る深谷は風や音す　ら　ん

をそき　ひか　り　に春ぞしらるる

半○-長閑に処れる朝ぼらけ
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順
　
阿
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兼
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重

63句, 13人の名が見えるが∴もつとあったのを略したものであろう｡久辰のことは｢上井覚兼日記｣

にも天正3年3月13日の条をはじめとし,十余ヶ所出ている｡天正11年3月25日の条に｢御月次

連歌也,御座体,主居左衛門督殿･珠長･拙者･伊集院野川,客居上川上殿･釣江-｣とある｡こ

の川上殿というのはその前日24日の条に, ｢川左将｣とある,左近将監久辰のことである｡久辰25

才の時のことである｡天正13年5月9日の殿中における若衆中の御稽古連歌にも見えている｡

(四)

川上家の六代は久国である｡朝鮮役にも従軍し,寛永7年(50才)御家老職に任ぜられた｡慶安

2年(69才)に致仕し,寛交3年, 83才で没した｡和歌もよくしたが,家譜巻之八には丁寛永14

年霜月9日,賦朝何連歌音韻,川上因幡久国連衆に列る｡故に臨写して後鑑に備ふ｣として

寛永十四才霜　月　九　日

賦　朝　何　連　歌

千代ふ　る　や　霜の　花咲庭乃桧

さ　さ　れ岩　ほ　の　月　さ　むき　く　れ

山風のは　らぬ　雲間に　滝落て

舟　さ　し　く　た　す　す　ゑ　の川浪

雨は　る　る　かけの村竹なひき合

こ　ぼ　れ　て　す　す　し　露　の草々

ほた　る飛夜は更るまで端居して
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鹿　兄　島.連　歌　史(-)

あ　く　期　も　あ　ら　ぬ友のかたらひ
･^OrJ

旅たつをしたふ名残りのいかのぼり

またき朝戸

杉間一よ　り　も

紅葉色　こ　く

露時雨を　と

風す･さ　ま　し

よ　も　すがら

舟　-　明　石

に鐘ひ　びき来ぬ

れし蓑のかけ高み

な　る　○○　と　こ　ろ

し　て　更　る軟さひし

く　ねざめしてけり

月に牡鹿の噂出でて
りな

に　推　き　と　めぬ　る

夕　しぼや滞くるよ　りも早からし

葦　屋　のあた　り　這かすかな　り

霜はたた田つらのつつき置そひて

日　の　さ　すかたに眠るむらと　り

人はい　さ知らぬはやしの花の枝

梅が香を　く　る　かぜのたびたび

春の夜の闇に○よりあやなけれ

ゆ　る　さ　ぬ　契　し　た　ふ　手枕

叉いつのあふやならましうカ勲章

と　り　かほ　しぬ　る袖のさかづき

遥遠みか-るさになる小鷹がり

野　は　秋　風　の　吹　き　ま　よ　ふ也

見る見るも外面の霧のたち消て

もれて′さ　やけき　山ま　と　の　月

かたへよ　り梧の木の葉の散つもり

こ　む　と　いひ　しを　ま　つ間久しき

かくばかり誰かさけぬる申ならし

み　と　り　の袖の　なみだ千がたき

位に､し昇　り　かねた_る新まいり

み　る　に御階のあた　りはるけし
革K｣

たた-　置裾の池の..水ひろ　ミ

里の　め　く.､り　にか　こ　ひそへたる

折とるをあるじのいとふ花のかげ

わたる胡蝶-あほれならずや

目の色-かすめる露にほの}めきて
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み　ぞ　れ　し　跡　の　雲　消　ぬめ　り

山がつのしばしたく火の細けれや

鹿の子の臥そ　と　めやたく　ら舞

逆さへも見えぬ広野の高鷲に

す　ミ　か-け　り　な　秋のふ　る郷

い　さ　ら　井　の　か　け　UT '屋

か　り　田の　面の　月　の　さ　び　し･さ

あ　さ　り　する方に鳴　よる天つ履

朝　霜　ふ　か　し　寅　砂　地　の　末

行か　よ　ふ袖　も　冴ぬる橡のかけ

お　こ　なひ　しけ　き　寺の　○　し入

す-らきの世をおもふこそ操からね

そ　こ　に御○のかすにそひぬる
≡ノウ■'

立を　く　や　麦にか　し　こ　に　席亭

神　の　ま　つ　り　の　時　を　〇〇〇

たちぬべき色もことなる○にて

(中略25句)
g.′ウ

立な　らぶ　茂　り　の　下草裏持て

袖　あ　ま　た　な　る　生　田　野の道

はるはると吹たわみたる山おろし

旦の　し　る　べの　はかけ見えつつ

く　る　る　よ　り旅のやどりをもとめ

つ　か　れし　ま　ま　に席亭飼な　り

ちれば咲花の詠にあくがれて

ながき　日　く　ら　し袖のかたらひ
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宗順13,元綱10,久国9,重任11,久賀,惟清9,息政9,兼昭8,久加9,苦綱7,円楽1と

なっている｡考察しなければならない点も多いが,川上家の連歌については一応ここで終ることに

する｡

次に｢上井覚兼日記｣を中心として,天正以後の連歌について書く予定であるが,紙数の関係で

ひとまずここで終ることにする｡


